
柚木 幸司さんからのメッセージ

出 身 校：羽水高校

入隊区分：一般空曹候補学生
航空学生

入隊年度：平成６年

１ 近 況
現在私は、航空自衛隊入間基地（埼玉県）に勤務しており、Ｕ

－１２５とＹＳ－１１という飛行機に乗って、北は北海道、南は
沖縄まで、日本全国を飛び回っています。また、滅多に行くこと
のできない硫黄島や日本最東端の島である南鳥島まで行くことも
あります。

２ 入隊・入校して良かったこと
入隊して最も良かったことは、たくさんの同期生に出会えたこ

とです。彼らは、今でも何か困ったことがあったら助け合うこと
のできるかけがえのない仲間であり生涯の宝物です。次に、日々
の仕事にやりがいを感じられるということです。自衛隊は国防か
ら災害派遣や国際貢献活動といった幅広い任務を行っています。
私もPKOに参加し、海外での任務に大きなやりがいと誇りを感じ
ることができました。

３ 母校の後輩たちへ
自衛隊にはいろいろな仕事があります。みなさんの得意なこと

を活かして、日々充実した生活を送ってみませんか？大空へのあ
こがれと夢に向かい一歩踏み出す勇気を肌で感じてみよう！若い
みなさんに会える日を待っています。

プロフィール



朝井 瑞樹さんからのメッセージ

出 身 校：奥越明成高校

入隊区分：自衛官候補生（空）

入隊年度：平成２８年

１ 近 況
私は航空自衛隊に入隊して５年目になりました。現在、ヘ

リコプター整備員として、知識及び技能の向上に努めていま
す。
大変な事も多いですが、周囲に支えてもらいながら、職務

に励んでいます。

２ 入隊・入校して良かったこと
私は昔から航空機に搭乗する仕事に就きたいと考えていま

した。自衛隊は、給与をもらいながらも、一から航空機の知
識を教えてもらえるので、自分の夢に日々近づいている事が
実感できる所です。

３ 母校の後輩たちへ
最初は、慣れない生活に戸惑うかもしれませんが、同期と

一緒に苦楽を共にすることによって、乗り越えていく事がで
きます。
多くの人が自衛隊に入隊し、活躍してくれることを願って

います。

プロフィール



米澤 充さんからのメッセージ

出 身 校：科学技術高校

入隊区分：２等空士

入隊年度：平成１９年

１ 近 況
私は今、東京で気象予報に関わる仕事をしています。入隊して十数

年が経ちましたが、まだまだ新しい発見と勉強の毎日です。近年国内
外の環境は予断を許さないものですが、だからこそ日々やりがいのあ
る仕事ができています。

２ 入隊・入校して良かったこと
何事にも挑戦してみようという前向きな性格になり、私生活におい

ても、メリハリのある充実した毎日を送ることができています。また、
福利厚生も充実していて、公務員として安定した生活ができます。土
日はほぼ休みで、休暇も法律で保障されています。

３ 母校の（高校）後輩たちへ
自衛隊の仕事は特殊なものが多く、他の職では経験できないような

ものがほとんどです。少しでも興味があれば是非入隊を考えてみてく
ださい。
体力面や精神面で不安がある人でも、心配はいりません。教官や仲

間とともに、少しずつできる範囲で教育・訓練を行えば、立派な自衛
官になることができます。

プロフィール



谷 要太さんからのメッセージ

出 身 校：勝山高校

入隊区分：一般曹候補学生（空）

入隊年度：平成１７年

１ 近 況
高校を卒業してから１５年が過ぎました。最近では、転属先の新し

い職場で、新しいことにチャレンジしています。職場の仲間と助け合
いながら新しいことにチャレンジすることは楽しく、目的を達成した
時の達成感は格別で、充実した自衛隊生活を送っています。

２ 入隊・入校して良かったこと
入隊して良かったことは、仲間との強い絆を得られたことです。訓

練など大変なこともありますが、自衛隊では基本的に自分一人で何か
をすることはなく、必ず仲間と一緒に行動します。その仲間と助け合
いながら、いろんなことを乗り越えて成長していく過程で得られた絆
は、私にとって何物にも代えがたいものになっています。

３ 母校の後輩たちへ
自衛隊に入隊すると、楽しい時も大変な時も周りには必ず仲間がい

ます。同期、同僚、先輩や上司、みんなが仲間です。仲間が困ってい
れば自分が助ける。自分が困っているときには仲間が助けてくれる。
そうして、お互いに成長していける職場です。
近い将来、仲間として一緒に働けることを楽しみに待っています。

プロフィール



近間 孝司さんからのメッセージ

出 身 校：高志高校

入隊区分：防衛大学校

入隊年度：平成１２年

１ 近 況
東京・市ヶ谷にある航空幕僚監部という部署で、隊員の福利厚生を

担当しています。給料、官舎（社宅みたいなもの）、給食、売店など、
隊員が仕事や生活をしていく上で大切なことを幅広く扱っています。

２ 入隊・入校して良かったこと
私は高校卒業後、防衛大学校に入校し、その後、航空自衛隊に入隊

しました。防衛大学校では、勉学とともに、特に学生舎（寮みたいな
もの）での生活やクラブ活動（部活動みたいなもの）が中心となりま
す。これら団体生活・活動を通じ、組織運営の基本を実体験として学
ぶことができます。その分、時間や規則に厳しいところではあります
が・・(^^;。

３ 母校の後輩たちへ
防衛大学校では、様々な団体行動を通じ、組織運営に必要な社会的

能力を身に着けていくでしょう。そして、そこで得た貴重な経験や能
力を、その先にある自衛隊の部隊で、存分に発揮してほしいと思いま
す。普通の大学の様な自由を謳歌することはできないかもしれない。
だけど、ここでしか得られない「濃密な経験」をすることができると
思います。そしてそれは、必ずや生涯の宝になるでしょう。

プロフィール



長谷部 先伸さんさんからのメッセージ

出 身 校：福井工業大学
坂井農業高校

入隊区分：２等空士

入隊年度：平成１９年

１ 近 況
入隊して約１４年、たくさんの事を経験しました。色々な場所に行

き、多くの知人が出来ました。最初は生活環境の変化で、苦しいこと
もありましたが、仲間たちと助け合い、支え合う大切さを今も実感し
ています。また、規律正しい生活の中で、過去の自身から大きく成長
できたことを実感しています。
現在は、空曹として、若年隊員を指導し、先輩方と切磋琢磨し充実

する日々を過ごしています。

２ 入隊・入校して良かったこと
私は入隊して良かったと感じたことは、仲間の大切さです。
自衛隊には様々な年齢の人達が入隊してきます。そして、衣食住を

共にし、時には厳しい訓練や時間のない中で、大変なことも多くあり
ますが、助け合い、支え合っています。
このような、仲間であり、年代を越えた友人を得られた事は、一つ

の財産だと思います。

３ 母校の後輩たちへ
入隊した当初は慣れない集団生活で、人間関係に苦労した時もあり

ましたが、時が経ち信頼できる関係になりました。共に成長する日々
は素晴らしく、達成感を感じました。
また、自分の事は自分でできる自立した人間になり、人を思いやる

事が出来るように成長する事ができます。
多くの後輩が入隊し、自衛官として良き同僚となることを願ってい

ます。

プロフィール



横路 未希さんからのメッセージ

出 身 校：仁愛女子高校

入隊区分：２等空士

入隊年度：平成１９年

１ 近 況
２児のママ自衛官です。こうみえて整備員です。日本の空を護るシ

ステムの整備を担当しています。福井を離れ、現在は埼玉県の入間基
地で働いています。整備員の仕事を通して身についたことが３つあり
ます。１つ目は細かいところまで気がつけるようになったこと。２つ
目は積極性が持てたこと。３つ目は自分の仕事に責任を持てるように
なったことです。

２ 入隊・入校して良かったこと
え、共同生活！？射撃訓練！？ほふく前進！？もう不安ばかりでし

た。しかし、同期入隊の仲間に支えられ、なんとか乗り越えました。
コミュニケーション力も上がり、気配りも身につき、全体的にスキル
アップしました！また、結婚し２人の子を授かり２年間育児休業しま
したが、復職するときは上司・同僚が温かく迎えてくれました。結
婚・出産後も仕事を続けられる環境が整っていると感じました。

３ 母校の後輩たちへ
高校卒業後、大学進学か就職かで悩んでいました。私の場合、高校

の近くに福井地本があり、放課後に友人と一緒に訪ねたことが入隊の
きっかけになりました。「自衛隊」という言葉は少し緊張感がありま
すよね。気楽に地本やイベントを訪れてみてください。皆さんの自衛
隊の印象が変わるかもしれません･･･！

プロフィール



大刀 豪さんからのメッセージ

出 身 校：武生工業高校

入隊区分：自衛官候補生（空）

入隊年度：平成２８年

１ 近 況
入隊して５年目を迎え、今は小松基地で燃料員として勤務

しています。私は、日々、航空機燃料や高圧ガス容器の保管
など様々な業務に携わっており、慌ただしくも、充実した毎
日を送っています。
また、昨年度は６人の新入隊員が配属され、和気あいあい

とした雰囲気の職場で業務を行っています。

２ 入隊・入校して良かったこと
精神的に強くなったことです。特に、教育隊での集団生活

や各種訓練においては、厳しい面はあるものの、様々な経験
を通して、精神的に大きく成長することができました。今で
は教育隊での経験を糧に、何事にも臆せず挑戦できるように
なりました。

３ 母校の後輩たちへ
私は高校時代に危険物乙種４類を取得しておりましたが、

燃料員になり、実際にこの資格を活かせることができました。
職種が決まってから資格取得もできますが、希望の職種があ
るなら、必要な資格を調べて取得しておくと楽ですよ。特に
工業高校の皆さんが得ることができる資格や知識、技能は自
衛隊の様々な職種で活かすことができます。

プロフィール



清水 七星さんからのメッセージ

出 身 校：敦賀高校

入隊区分：自衛官候補生（空）

入隊年度：平成２５年

１ 近 況
私は、敦賀高校を卒業後、航空自衛隊に入隊し、初任地である宮崎

県の新田原基地に配属されてから７年が経ちました。現在、Ｆ－１５
戦闘機やＴ－４練習機のエンジン整備員として勤務しています。エン
ジンは航空機の心臓部と言われ、今の仕事に大変やりがいを感じてい
ます。
素敵な上司や後輩に恵まれ、また、基地の女子フットサル部に所属

しており、日々夢や目標、楽しみを持って充実した生活を送ることが
できています。

２ 入隊・入校して良かったこと
自衛隊生活の中で入校や臨時勤務、各種大会等に参加した際、全国

各地から隊員が集まり、仲間と共に厳しい教育、訓練を乗り越え、北
海道から沖縄まで強い絆で結ばれた仲間がたくさんできました。入隊
してからは仕事で色々な地方に行くことができ、地元敦賀が大好きな
私ですが、福井県以外の世界も面白いことに気づかされ、沢山の人と
出会い、貴重な経験ばかりでの日々です。

３ 母校の後輩たちへ
入隊してからは日々目標を持ち、仲間と共に切磋琢磨、心身共に鍛

えて強くなることができます。自分の中にまだ秘められている能力を
最大限に発揮して新しい自分に必ず会うことができます。
また、男性はもちろん、様々な職種で女性も幅広く活躍しています。
一度、お近くの地方協力本部に足を運んで話を聞きに行ってみてく

ださい。
私たちと一緒に国を守り、熱く輝く自衛隊生活を送りましょう！！

プロフィール



寺田 尚弘さんからのメッセージ

出 身 校：丹生高校
福井工業大学

入隊区分：２等空士

入隊年度：平成２２年

１ 近 況
私は入隊後、部隊に航空機整備員として配属され、約１０年が経過

しました。
航空自衛隊の任務遂行のため、操縦者に航空機を常に安全

な状態で提供できるよう、作業手順に沿って確実な点検・整備を行い
戦闘機（F-15）の飛行を支援しています。

２ 入隊・入校して良かったこと
私は入隊するまで集団生活の経験や、航空機に関する知識も全くあ

りませんでした。慣れない環境でリズムが合わず、訓練や時間のない
中での生活に悩んだり不安もありました。しかし、多くの人との出会
いの中で、同期や先輩方の支えや助けがあり、ここまで成長できまし
た。
今では仕事に大きなやりがいを感じ、日々充実した毎日を送って

います。

３ 母校の後輩たちへ
自衛隊に入隊すると、これまでと違った生活環境の中で次第に自立

した人間へと成長させてくれます。また、自衛官でなければ出来ない
職務や仕事内容もあり、仕事へのやりがいを感じる事が出来ると思い
ます。
多くの方が入隊し、自衛官として一緒に活躍できることを期待して

います。

プロフィール



鈴木 涼平さんからのメッセージ

出 身 校：福井商業高校

入隊区分：一般空曹候補生（空）

入隊年度：平成３１年

１ 近 況
入隊当初は覚える事が多く、訓練についていくのもやっと

でしたが、同期の仲間と励まし合いながら訓練を重ねていく
うちに、精神面、体力面共に成長することができました。
現在は北海道の千歳基地で土木作業や滑走路の除雪作業等

をしています。

２ 入隊・入校して良かったこと
入隊して良かったことは２つあります。１つ目は共同生活

をすることで大切な仲間が沢山できた事です。２つ目は、訓
練によって体力と精神力を鍛えられたこと事です。
自分を変えたいという人はぜひ入隊を考えてみて下さい。

３ 母校の後輩たちへ
自衛隊といっても訓練ばかりしている訳ではありません。

大変な訓練や規則正しい生活の中でも、仕事終わりや休日に
は仲間と外出をして、自由な時間を楽しんでいます。そうし
て辛い時も楽しい時も同期の仲間と過ごすことで深い絆が生
まれていきます。
多くの後輩の皆さんが入隊し、立派な自衛官として活躍し

てくれることを願っています。

プロフィール



中田 峻平さんからのメッセージ

出 身 校：藤島高校

入隊区分：防衛大学校

入隊年度：平成２６年

１ 近 況
防大を卒業後、幹部候補生学校にすすみ、初級幹部として勤務して

います。初任地は茨城県の百里基地、現在は異動して北海道の千歳基
地で勤務しています。幹部ということで異動は多いですが、いろいろ
な土地で多くの方と人間関係を築けて、とても充実した日々です。

２ 入隊・入校して良かったこと
私は防大に入校して幅広い人間関係を築くことができました。訓練

や時間のない中での生活等、規則も多く大変でありましたが、それを
同期とともに乗り越え、様々な経験をしてきたことは一生の宝だと思
います。今では、その同期や防大時代の先輩方、後輩は全国各地で
陸・海・空幹部自衛官として勤務しており、一緒に訓練することや勤
務することもあり、やりがいを感じています。

３ 母校の後輩たちへ
自衛官という職業は勤務内容はイメージしにくく、規則や規制等、

厳しいというイメージが強いですが、未知の世界に飛び込み、貴重な
経験を積むことで人間として成長できる素晴らしい職業です。自衛官
の中には多種多様な職種があります。明確な目標がなく迷っている場
合は、自衛隊に入隊して自立した人間になり、人として成長していく
過程で目標を見つけてみてはどうでしょうか。

プロフィール



青木 明徳さんからのメッセージ

出 身 校：北陸高校

入隊区分：航空学生（空）

入隊年度：平成６年

１ 近 況
子供のころからの憧れだった戦闘機パイロットになりたくて、高校を

卒業してすぐに航空学生として入隊しました。自衛隊のことは全くの無
知、ましてや国防なんて言葉には全くの無縁であった私も、気が付けば
自衛官、戦闘機操縦者として約２６年（内操縦者勤務２１年）勤務して
きました。楽しいことばかりではありませんでしたが、普通では味わえ
ない空の素晴らしさ、自衛官、戦闘機操縦者として勤務できる充実感、
今はこの職業の意味、素晴らしさを噛みしめつつ毎日仲間と共に頑張っ
ています。

２ 入隊・入校して良かったこと
憧れの戦闘機操縦者になれたことはもちろん、一番は空において唯一

国を守ることが可能である航空自衛隊、その戦闘機操縦者の一員になれ
たことです。また、自衛隊であるからこそ、福井県では出会えなかった
人に出会えたこと、日本中を飛び回ることで見れた景色等、自分の世界
が広くなったことです。

３ 母校の後輩たちへ
福井県に育った私たちにはとても縁遠い自衛隊であり、約２５年前、

私も高校を卒業してすぐに大きな不安とともに入隊したことを、今でも
鮮明に覚えています。ただやる気と元気があればなんとかやっていける、
仲間がいれば困難を乗り越えられる、自衛隊はチームで力を発揮する組
織であるからこそ、社会人、日本人として重要である人と人のつながり
を学ばせてもらえた気がします。
３年前、私以来約２０年ぶりに北高生が二人も航空学生に入隊したと

知り、非常にうれしく思っています。私は残り約１０年の自衛隊員生活
となりましたが、残りの期間でたくさんの後輩たちに出会えること、一
緒に勤務できる日が来ることを楽しみに待っています。
頑張るぞ北高生！

プロフィール



中村 誠さんからのメッセージ

出 身 校：敦賀市立角鹿中学校

入隊区分：航空自衛隊生徒
防衛大学校

入隊年度：平成８年

１ 近 況
敦賀市元町出身の中村です。

私は、敦賀市立角鹿中学校を卒業後、航空自衛隊生徒、防衛大学校へと
進学し、航空自衛隊に入隊しました。現在は、岐阜県各務原市にある航
空自衛隊岐阜基地に勤務し、第２補給処資材計画部長として、航空機用
部品の取得に係る業務を実施しています。
航空自衛隊で保有している航空機は、Ｆ－１５型戦闘機をはじめ、２

０種類以上あり、それぞれ整備に必要な部品が、合計すると数十万品目
に上ります。私は、その一つ一つを過不足なく部隊へ届ける役割を担っ
ており、いわゆる縁の下の力持ちとして日々、やりがいを感じながら仕
事をしています。

２ 入校・入隊して良かったこと
元々、中学校を卒業してすぐに自衛隊へ入るという無謀！？なことを

したと思いましたが、団体生活を経て、強い絆で結ばれた親友が沢山で
きたことが一番良かったと感じています。また、進む道に応じて各基地
へ異動することになりますが、それを活用して日本全国様々なところに
行けることが魅力的です。ちなみに私は、全国４７都道府県のうち、
行ったことのない県が残すところ４県となりました（もちろん、勤務だ
けではないですよ！）。

４ 母校の後輩たちへ
進路に迷っている方、将来、どのような道に進もうか思案中の方は、

自衛隊を選択肢の一つとして検討していただきたいと思います。自衛隊
は、様々な職域（仕事）があり、希望や適性によって自分に合った仕事
ができる場所です。
特に、航空機が好きな方は、それを身近に感じられる飛行場での勤務

があります。パイロットを目指すもよし、航空機整備員を目指すもよし、
一緒に航空自衛隊で働きましょう！お待ちしております。

プロフィール

各務原飛行場100周年
記念塗装機「F-4EJ 409号機」


